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資料５ 



 ・平成23年３月 東日本大震災発生 その後，全国，国外から支援の申し出を受ける 

 ・平成23年７月 育英募金の受入口座を開設 

 ・平成23年９月議会において，震災で保護者を亡くした遺児・孤児を支援することを目       
  的とした基金設置条例を議決 

 

 

 

    

みやぎこども育英基金の現状 
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 募金開始と基金設置  

 
 
 
 
・寄附受入件数／受入金額  １２，７１４件／８９億２，４５３万９，４８０円 
                                      （平成27年９月末現在） 
 
・６，０００者を超す個人・企業・団体から寄附が寄せられており，企業・団体にお いて
は，継続的な支援をいただくケースも多い 
 
 
 

寄附の受入状況  



県内に住所を有した父母等が，震災により死亡又は行方不明となった未就学児・ 
児童・生徒等を対象とし，以下の額を支給 

みやぎこども育英基金の現状 

2 

 遺児・孤児への支援金・奨学金  

  区分 月額 卒業時（就学時）一時金 

給付額 

未就学児 １０，０００円 １００，０００円 

小学生 １０，０００円 １５０，０００円 

中学生 １０，０００円 ２００，０００円 

高校生 ２０，０００円 ６００，０００円 

大学生等 ３０，０００円 （３６０，０００円） 

 
 支援金・奨学金の支給状況 
             １，０２６人／１１億２，２０２万円（平成27年7月31日現在） 
 
 総支給見込額   約 ３４億円   
                    ※ 震災時の遺児・孤児が４年制大学を卒業するまでの見込み 

 



 １ 震災遺児・孤児を養育している里親等への支援 
    
     ・・・ 高齢の里親が養育できなくなったときの受皿の用意や里親の活動支援 ・・・ 
 
 ２ 被災地の子どもたちの心のケアに関する支援 
   
     ・・・ 震災により心に深い傷を負った子どもたちの中長期的支援の必要性 ・・・ 

 

 ３ 震災の影響が考えられる不登校児童生徒等への支援 
          ・・・ 増加する不登校児童などへの対応のための相談体制の整備等 ・・・ 
 
 
 ４ その他，被災地の子どもたちの健全な育成のための支援 
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使途拡充の方針   

 ・寄附者への説明   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ （１１月より順次開始） 

 ・有識者からの意見聴取  ・・・・・・・・・・・・・・ （本日の会議） 

 ・事業内容の具体的な検討  ・・・・・・・・・・・・ （保健福祉部・教育庁） 

拡充にあたっての対応（予定）   


